
 

  

 

2024 年 2 月 2 日 

公益財団法人日本サッカー協会・アディダス ジャパン株式会社 

 

イングランド フルハムへ短期留学 

JFA とアディダスによる育成年代の選手を対象としたプロジェクト 

「育成年代応援プロジェクト JFA アディダス DREAM ROAD」第二弾 

参加選手からは「ワクワクが止まらない」「世界から見た自分の立ち位置を知りたい」といった声も 

～JFA ユース育成ダイレクター影山雅永氏から選手へ向けた応援メッセージも～ 

JFA PARTNERSHIP PROJECT for DREAM | JFA｜公益財団法人日本サッカー協会 

アディダス フットボールについて：https://shop.adidas.jp/football/  

 

公益財団法人日本サッカー協会（所在地：東京都文京区後楽、会長：田嶋  幸三、以下  JFA）とアディダス ジャパン

株式会社（本社：東京都港区、代表取締役：小佐妻 綾子）は、育成年代の選手を対象とした「育成年代応援プロジェ

クト JFA アディダス DREAM ROAD（ドリームロード）」を 2023 年 11 月に発足いたしました。第一弾として、スペイ

ンのレアル・ソシエダ、ドイツの FC バイエルン・ミュンヘンの 2 チームで留学が行われ、その第二弾として今回のイ

ングランドのフルハムへの留学を実施します。 

 

本施策は、世界基準の選手育成を目的に、日本の育成年代の選手が、欧州クラブのトレーニングに参加するプロジ

ェクトです。今回の取り組みについて、JFA ユース育成ダイレクター影山雅永氏は「フルハムは、素晴らしいクラブ

理念と歴史、その中で育まれた育成メソッドを有すると捉えており、選手のみならず我々指導者としても学ぶべきこ

とが多いのではと期待を抱いております」とコメント。参加選手からも「ワクワクが止まらない」「世界から見た自

分の立ち位置を知りたい」といった言葉があり、本プロジェクトにかける想いを語りました。 

PRESS RELEASE 
 

https://www.jfa.jp/partnership/
https://shop.adidas.jp/football/


 

 

「世界基準の選手育成」を目的に、公益財団法人日本サッカー協会とアディダス ジャパン株式会社の共創プロジェ

クトとして発足いたしました。育成年代で世界基準の環境に身を置き、若いうちからハイレベルな経験をすること

で、日本サッカー界を担う選手へと成長することを目指しています。 

そのプロジェクトの第一弾として、2023 年 11 月 20 日（月）～12 月 3 日（日）にスペインのラ・リーガに所属

し、サッカー日本代表の久保建英選手もプレーするレアル・ソシエダにて、4 名の選手が練習に参加をいたしまし

た。2023 年 11 月 26 日（日）～12 月 10 日（日）には、ドイツのブンデスリーガで 11 連覇中の強豪 FC バイエルン・

ミュンヘンに、6 名の選手が練習に参加。そして今回、2024 年 2 月 4 日（日）～2 月 19 日（月）の期間で、イングラ

ンドの「フルハム」へ 5 名の選手が短期留学を行います。 

 

 

 

・福田 武玖（フクタ ムク） 

 

 

・所属:徳島ヴォルティスユース  

・ポジション:MF 

・2007-10-20 

・173cm/65kg 

・学年:高校 1 年 

 

 

 

＜コメント＞ 

このような機会を作ってくださった方々に感謝し、日頃から支えてくださっている保護者方にも恩返しが出来るよう

に、この経験を今後の活動に活かしていきたいと思っています。将来的に世界で活躍するためにも今回の挑戦は貴重

な経験になると思うので、自分の強みと弱みを見つけ、契約を勝ち取れるように頑張ります。 

言葉の壁は不安ですが、その部分にも自分からチャレンジして、楽しんで挑戦できたらと思います。 

 

・大川 佑梧（オオカワ ユウゴ） 

  

 

・所属:鹿島アントラーズユース  

・ポジション:DF 

・2007-07-14 

・185cm/75kg 

・学年:高校 1 年 

 

 

 

＜コメント＞ 

これから先、海外で活躍するためにもとても素晴らしい機会をいただくことができたので、サッカーを楽しみながら

これからのために色々な側面から吸収できるようにしたいです。自分の強みをアピールできるように頑張ります。 

 

 

 

 

■「育成年代応援プロジェクト JFA アディダス DREAM ROAD」フルハムへの練習参加予定選手 

■「育成年代応援プロジェクト JFA アディダス DREAM ROAD」についてD 



・荒木 琉偉（アラキ ルイ） 

  

 

・所属:ガンバ大阪ユース  

・ポジション:GK 

・2007-10-14 

・194cm/86kg 

・学年:高校 1 年 

 

 

 

＜コメント＞ 

プレミアリーグは現在、世界トップの選手だけがプレー出来る、最高峰のリーグだと思います。その中でもフルハム

は伝統があり、ガンバ大阪の先輩に当たる稲本潤一選手もかつて所属した素晴らしいクラブです。 

最初にこの話を聞いた時は正直驚きましたが、直ぐにワクワクが止まりませんでした。 

2 週間という短い時間ではありますが、少しでも自分の成長に繋げられるように、常に色々なアンテナを張って過ご

していきます。日本に帰ったら自チームでのレギュラー争いも待っているので、必ず成長して帰りたいです。 

 

・阿出川 琥吾（アデガワ コア） 

 

 

・所属:柏レイソル U-15 

・ポジション:MF 

・2008-04-02 

・181cm/72kg 

・学年:中学 3 年 

 

 

 

＜コメント＞ 

今回このような貴重な体験をさせていただく機会をいただき、本当にありがとうございます。 

フルハムへの短期留学では、自分の個を磨く事、1 対 1 の勝負所を意識してプレーしていきたいです。 

文化、言語の違いはサッカーには全く関係ないと思っているので、それをしっかり肌で感じて、今後のサッカー人生

に向けて良い刺激になるように、今の世界から見た自分の立ち位置を認識できるように、全力で闘います。 

よろしくお願いします。 

 

・武本 匠平（タケモト ショウヘイ） 

 

 

・所属:アビスパ福岡 U-15 

・ポジション:MF 

・2008-05-26 

・175cm/69g 

・学年:中学 3 年 

 

 

 



＜コメント＞ 

今回このような貴重な経験をできる機会を与えてくださった関係者の皆さんに感謝しています。このプログラムで自

分の武器を存分に発揮し、世界の選手にどれだけ通用するかを肌で感じ、まだ足りない部分を克服するためにどんど

んチャレンジしてこれからのサッカー人生に繋げていきたいです。そして色々な人とコミュニケーションをとって、

良い経験ができるように頑張ります。 

 

 

 

JFA ユース育成ダイレクター 影山雅永氏 

まずは昨年のレアル・ソシエダ、バイエルン・ミュンヘンに続き、フルハムという歴史あ

る名門クラブへ参加できる機会を得られたことについて、パートナーであるアディダス 

ジャパン様、そして選手を快く受け入れてくれたフルハムへ感謝申し上げます。 

プレミアリーグに所属する名門で、過去には稲本選手が所属していたことをご存じ

の方も多いのでは無いでしょうか。 

同クラブは屈指のメガクラブがひしめき、現在では最もハイレベルなリーグであると言

われるプレミアリーグにおいて、堅実な戦い方で現在 1部に所属しています。その

背景には素晴らしいクラブ理念と歴史、その中で育まれた育成メソッドを有すると

捉えており、選手のみならず我々指導者としても学ぶべきことが多いのではと期待

を抱いております。 

今回も将来性豊かな選手たちがこのプログラムを通じて更に成長し、その成果を

自チームや日本代表に還元してもらえることを願っています。 
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＜一般のお客様からのお問い合わせ先＞ 

アディダスお客様窓口 Tel：0570-033-033 (土日祝除く、9:30～18:00) 

■JFA ユース育成ダイレクター影山雅永氏 コメント 


